て 来い と、 おっしゃられた。 さあ、 ついて おいで ご 

貧乏な 荷 かつぎ は、 びっくり しました。 きっと、 さつ 

きの ひとりごとが、 聞え たんだな、 と 思った ものです 

ゝ ？ o 

力 A ら 

けれども、 召使 は、 そんな ことに はお かまいな しで、 

おおひろま 

さっさと ヒンド バッド を 家の 中へ つれて 入り、 大広間 

へ 通しました。 

大広間に は、 大勢のお 客 さまが、 テ— ブル を かこん 

で 腰かけて いました。 テ ー ブルの 上に は、 おいしそう 

なごち そうが、 いっぱい ならべて あります。 一ばん 

じ よ ラざ 

上座に、 まつ 白い ひげ を はやした りっぱな おじいさん 



シン ドバ ッド は、 

「いや、 なんで 私が、 お前さん を とがめた りする もん 

です かね。 私 は、 お前さん を、 ほんとうに 気の毒 だと 

思って いますよ。 けれども お前さん、 私が、 しじゅう 

のんきに くらして いるの だと、 思 つち や あこ まります- 

それから また、 らくらく とこの 財産 をつ くり 上げた と 

思っても、 いけませんよ。 これまでになる に は、 何年 

も 何年 も、 全く 命が けで かせいだ からなん です ご と、 

言いました。 

それから、 ほかのお 客 さまの 方へ 向きな おって、 

「そうです、 皆さん、 私が 今までに 出あった 数々 のぼ 



うけん は、 どなたに だってお できになる ことで はあり 

ません。 私が きょうまで にした 七 へんの 航 g の 話 は、 

まだ 一 度 もお 耳に 入れた ことがあ りませんで したが、 

もしも 皆さんが 聞きたい とお 望みになる のなら、 今晚 

から はじめても いいと 思います ご 

と、 言いました。 

それから 召使に、 荷 かつぎの 荷物 を、 家までと どけ 

て やる ように、 と 言いつけました。 

ヒンド バッド は 残って、 一番 はじめの 航海の 話 を 聞 

くこと になり ました。 



物 を 売って お金に したり、 また、 あちらの 品物と とり 

かえ つ こ をしょう と 思 つたから です。 

まず、 私の、 一 番 はじめの 航海が はじまりました。 

はじめの 二三 日 は、 私 はだい ぶ、 船に よいました。 

けれども、 やがて、 だんだん なれて きて、 よわ なくなつ 

てし まいました。 

さて、 ある 夕方の ことでした。 風が ぴったり としず 

まって、 船の ゆれ も、 ばった リ とまって しまいました- 

ちょうど その 時、 私 ども は、 青々 と 草の はえた、 平 

たい 小さな 島の そば を 走って いたのです。 その 島 は、 

まきば 

まるで 牧場の ようで、 その 向う に 青々 とした 海が 見え 



は、 ねむって いた、 くじらの 背中だった のです。 

なみうち 

みんな は、 波打ぎ わへ つないで おいた ボ ー トを めが 

けて、 いちもくさんに 走り出しました。 けれども、 私 

がま だボ —， ^まで 行きつ かないう ちに、 早く も、 この 

くじら は、 海の 中へ もぐって しまったので あります。 

私 は 水の 中で、 ずいぶん もがきました。 そして、 やつ 

と 板 きれに とりつきました。 それ は、 たき 火 をす るた 

めに、 船から 持って来た ものでした。 

ところが 船で は、 何 かごた ごた があって、 私の こと 

なんか 忘れて いたらし いのです。 船長 は、 風が 吹き出 

すと、 始を 出して しまいました。 



と、 家来に お言いつけに なりました。 

さて、 私 は、 大 へん 船が すきで したから、 そこにい 

る 間、 毎日の ように、 はとばに 出かけて、 ボ —， ^から 

荷物 をお ろす の を、 見て くらしました。 

ある 曰の こと、 いつもの ように、 あちこちの 船に つ 

ん である、 荷物 を ながめて いました 時、 その 中に、 私 

の 名 を 書いた こうりが、 たくさん つんで あるの を 見つ 

けました。 それで、 すぐに、 その 船長のと ころへ 行つ 

もちぬし 

て、 そのこう リの 持主 はだれ です、 と 聞いて みました。 

すると 船長 は、 

「ああ、 それ はね、 パク ダッドの 商人の、 シン ドバッ 



たたく まに おりて 来て、 白い 円屋根の 上へ とまり まし 

た。 

この 時、 ふと 私 は 思い出した ことがありました。 そ 

れは、 水夫た ちに 聞いて いた、 ロックと いう 鳥の こと 

です。 それで、 すべすべした 円い まり は、 その 鳥の 卵 

にちがいないと 思いました。 

こう 思いつく と、 すぐに 私 は、 頭に まいて いた 布 を 

といて、 つな を 作りました。 そして、 それ を 自分の 腰 

のま わりに まわして、 両方の はし を、 しっかりと ロッ 

クの 足に むすびつけました。 

「しめた ぞ。 この 鳥 は、 今に、 とび 上る にちがいない _ 



上の、 岩の 間の 巣の 中へ、 私 を 落し こみました。 

1 つし ろ 

すると、 思った 通り、 すぐに 岩の 後から 人が 出て 来 

て、 大きな 声で わし を 追いた てました。 わし は、 びつ 

くりして、 そのまま とび 去って しまいました。 

この 人 は、 この 巣の 番をして いる 商人で、 肉の 中の 

ダイヤモンド を さがしに 来たので ありまし たが、 私 を 

見て、 びっくりして、 後へ とびのきました。 けれども、 

すぐに 

「お前さん はこ こで 何 をして いるんだ。 ああ わかった。 

ダイヤモンド をぬ すみに 来たんだ なご 

と、 おこりつ けました。 



げで、 あらし をよ ける ために、 いかり をお ろしました _ 

けれども、 船長が、 この 島 を つくづくと 見た 時、 急 

にかみ の 毛 を 引きむ し つ て、 

さる 

「しまった、 ここ は 猿の 山に ちがいな いご と、 さけん 

だのであります。 

それから 船長 は、 この 島へ 来て、 生きて 帰った 者 は 

ない の だ、 という 話 をし ました。 なぜかと いうと、 こ 

の 島に は、 人よりも 猿に よくに たもの がた くさん 住ん 

でいて、 おまけに 大 そう、 けんかず き だとい うのです _ 

船長の この 話が 終らない うちに、 もう 小さな やつが 

大勢、 海岸へ 出て 来た かと 思う と、 船 をめ がけて、 ぼ 



る 私 を まわしながら、 からだの 方々 をつ ねって みるの 

です。 太って いるか どうか、 こうして しらべる のです- 

やがて、 私が 骨と 皮ば つかりに やせて いるの がわ かる 

と、 下へ ぼ ー んと 投げました。 それから、 また、 仲間 

の 一人 をつ まみ 上げました。 この 人 も、 くるくる まわ 

されたり、 つねられ たりして、 苦しそう でした。 その 

次に は 船長 をつ まみ 上げました。 この 人 は、 みんなの 

中で は、 一ばん 太って いる 人です。 大入道 は、 にやり 

と 笑って、 船長 を かなぐし に、 ぷすリ とさし こみ まし 

た。 そして 焼き はじめました。 

それから 船長 を、 夕 ごはんに してた ベて しまう と、 



ぐうぐう ねむり はじめました。 そのいび き は、 ー晚 

じゅう、 雷が) J ろごろ 鳴り ひびいて いるよう でした。 

そして 朝になる と、 私たちに は 目 も くれないで、 さ つ 

さと 出かけて 行きました。 

すぐに、 私 ども は、 よりあつまって、 自分た ちの 

不運 を 悲しみ あいました。 そして、 どこか ほかに、 か 

くれ 場 を さがそうと 思って、 御殿 を 出て 行きました。 

しかし、 島 じゅうど こに も、 そんなと ころ はあり ま 

せんでした。 

夜に なって、 仕方なく、 また 御殿へ 帰って来ました。 

すると、 まもなく 大入道 も、 外から 帰って来て、 ま 



そ、 みんな 一 しょに 死んで しまおう じゃありません 

ゝ o _ 

力 」 

と、 言いました。 

「なるほど、 それ ももつ ともです。 しかし まあ 皆さん 

私の 考え も、 ひとつお 聞きく ださい ご 

と、 私 は それに 答えてから、 口 をき りました。 それ か 

ら、 

りゅうぼく 

「この あたりに 流れつ いている 流木 を 拾って、 いか 

だ を 作りましょう。 そして、 もしも あの 大入道 を 殺す 

ことができなかったら、 それに 乗って、 にげたら よい 

じゃありません か。 いかがで すご 



リ ま ^9 

そこで また、 引き返し てきて、 木の 枝 だの、 あしだ 

の、 いばらだの を、 できるかぎり あつめました。 そし 

て、 それ をた ばに して、 しっかりと ゆわえ、 それでもつ 

て、 木の下に 円い 小屋の ような もの を 立てました。 そ 

して、 その てっぺん を、 かたく かたく むすびあわせて 

どこに も 蛇が 入って 来る すきまがない ように、 ていね 

いに 作り上げました。 

さて、 その 晚も、 おそろし いざ— ざ— いう 音が 聞え 

てきました。 けれども、 蛇 はた だ、 小屋の まわり を、 

ぐるぐ ると すべり まわって いる だけでした。 私 は、 お 



そろし さの あまり、 死んだ 人の ようになって、 ふるえ 

ながら 夜 を あかしました。 

こうして また、 私 は 助かりました。 そして、 海べ へ 

出て 行きました。 こんど こそ は、 もう 身 を 投げて 死の 

うと、 きめて 行った のです。 あんな おそろしい 目にあ 

うの は、 とてもが まんがで きないと 思った ものです か 

ら。 

しかし、 ありがたい ことに は、 海べ に 立って、 沖の 

し-. P ほ 

方 を ながめて いますと、 一そう の 白帆の、 こちらへ 近 

づ いて 来る のが 見えました。 

私 はずきん をと つて、 むちゅう になって ふりまわし 



いた、 近所のお かみさんが 死んだ のです。 大 へん 気の 

毒に 思 つた ものです から、 すぐお くやみに 行きました _ 

そして、 

「あんまり くよくよな さらない ように。 おかみさん は 

ああして、 早くお なくなりな すっても、 そのかわりに 

あなたが、 長生きが おできに なリ ましょう よご と、 言 

いました。 

その 人 は、 うつむいた まま、 じっと 私の 言う の を 聞 

いてい ましたが、 やがて、 

「よして ください。 どうして、 あなた は、 私が これ か 

ら 長生きが できる なんて、 おっしゃる のです。 私 はも 



をして くれたよ うな ものでした。 

それから また、 私 は 勇気 を 起して、 もと 来た 道へ 引 

き 返しました。 そして、 ほら 穴の 中に ちらばつ ていた、 

宝石 を 拾い あつめ、 それ を、 こうりに つめて、 また 海 

ベへ 出て 来ました。 そして 船が 来る の を 待つ ことにし 

ました。 

一日 じゅう 私 は、 じっと 沖 を 見つめて いました。 

やっと 次の 朝に なって、 うれし や、 とうとう 一そう 

の 船 を 見つめる ことができました。 私 は、 さっそく、 

ずきん をと いて ふりました。 それから、 大きな 声で 呼 

びました。 すると、 まもなく、 ボ J ^がお ろされ て、 



私の 方へ こいで 来ました。 

「どうして、 こんなと ころへ、 いらっしゃつ たのです- 

私たち はま だ、 ここの 海岸に 人が いたの を、 見た こと 

がありません よご 

と、 ボ— トの 水夫た ちが 言いました。 

その 時、 私 はどうしても、 墓穴から 出て 来たの だと 

は、 言う ことができませんでした。 もしも、 もとのと 

ころへ つれ 返されたら、 大 へんだ と 思った ものです か 

ら。 …… それで、 

なんせん 

「二三 日 前、 難船して、 やっと、 このこう り だけ 持つ 

て 上った のです ご と、 言って おきました。 



つごうの いいこと に は、 水夫た ち は、 もう 何にも 問 

いません でした。 そして、 すぐに ボ —„ ^を こぎ 出して 

私 を 本船へ つれて 行って くれました。 

こんな ふうに して、 また 無事に 帰って来ました。 も 

ち ろん、 前よりも 一 そう 金 持に なりました。 そして、 

あんな おそろしい 目にあっても、 助かった と は、 まあ 

なんて ありがたい ことだろう、 と 思った のであります _ 

ここで、 シン ド バッド はやめました。 そして、 ヒン 

ド バッド は、 また 百 円 もらい、 また あすの 晚も 来る よ 

うに、 その 時 は 五 度め の 航海の 話 をす るから、 と 言わ 



れ ました。 

ど こうかい はなし 

五 度め の 航海の 話 

さあ、 これから、 五 度め の 航海の 話 を はじめようと 

思います。 (あくる 晚、 みんなが テ— ブルの まわりに 

腰 を かけた 時、 シン ド バッド は、 こう 口 をき りました。) 

ご存じの ように、 今まで、 ずいぶん ひどい 目にあつ 

ていながら、 私の ぼうけん ずき は、 やっぱり やみ ませ 

ん でした。 家の 中に じっとし ている ことが じれったく 

て、 またまた、 海へ 行きたくて たまらなくな りました 



んな こと をす ると、 きっと あとで こわい 目にあう にち 

がいない から、 およしなさい、 およしなさい、 と 言つ 

てと めました。 しかし 商人た ち は、 かまわず どんどん、 

いろんな ごちそうに 作つ ていました。 

すると、 それからす ぐでした。 急に 空が まつ 暗に 

なって、 あの ロックの 大きな 黒い つばさが、 私 どもの 

頭の 上へ おおい かぶ さ つ てきました。 

私たち は 命から がら 船へ 帰りました。 船長 は、 さつ 

そく 船 を 出しました。 親鳥が 大 へんお こって いると い 

うこと が、 わかりました から。 

おそろしい 大きな ft は、 すぐに 海の 上へ 追つ かけて 



私 は、 

「陛下、 それ は、 とても 私の つたない 言葉で は、 申し 

上げる - J とがで きな いかと 存じます。 セ レ ン ジブ 王 は、 

いつも 大きな 象に 乗って おいでになり ますが、 おそば 

きへい 

に は、 金色の 着物 を 着た 千 人の 騎兵が、 つかえて いる 

ので ございます。 そして、 王 さまの 金の ほこに は、 ェ 

メラ ルドで かざりが ついて おります。 まあ、 申して み 

れば、 ソロ モ ン 王の ような、 くらし を あそばし ていら つ 

しゃる とで も 申しましょう かご 

と、 お答えし ました。 

王 さま は、 熱心に お聞きに なりました。 そして、 私 



ブの 島へ つきました。 

t 力 

町の 人た ち は、 大 よろこびで、 迎えに 来て くれ まし 

た。 

私 は、 さっそく 御殿へ うかがって、 役人に、 私の 来 

たわけ を 話しました。 

役人 は、 私 を 御殿の 中へ つれて 行きました。 やがて 

私 は、 王 さまの 前に 出ました。 

王 さま は、 

「おお、 シン ド バッド、 よく 来て くれたね。 わし は、 

あれから も 時々 お前の こと を 思い出して、 もう 一度 会 

いたいと、 思って いたんだ よご 



私 もまた、 ある 金 持の 商人のと ころへ、 どれいに 売 

られ てし まいました。 

商人 は、 私 を 買って 帰って から、 

「お前 は、 職人 かね ご と、 聞きました。 

「いいえ、 商人です ご と、 私 は 答えました。 すると、 

「では、 矢 を 射る ことができ るかね ご と、 聞きました _ 

それで 私 は、 できます、 と 言います と、 商人 は、 私 

に 弓と 矢 を 渡して、 大きな 森へ つれて 行きました。 そ 

れ から、 木へ のぼれと 言いました。 そして、 

「そこで、 じっと 番をして いて、 象が やって来たら、 

射る の だよ。 もし、 うまく あたったら、 すぐに 知らせ 



それから、 また 主人の つれ 立って 帰って来て、 大き 

な 象 を 地に うずめ、 そこにし るし をつ けて おきました _ 

こうして おいて、 あとで、 きば を 取りに 来る のです。 

その後、 ずっと 私 は、 この 仕事ば かりさせられ まし 

た。 そのうち、 また こわい 目にあう ことにな りました _ 

ある 晚 のこと、 象が、 にげて 行く と 思いの ほか、 私 

のの ぼって いる 木の まわり を、 とりかこんで、 大きな 

声で うなりながら、 足ぶ み をし はじめた のでした。 そ 

れ はまる で、 大 じしんの ようでした。 そして、 とうと 

う 木の 根 を、 引きちぎって しまいました。 

木 は、 めり めり と 大きな 音を立てて、 たおれて ゆき 



ました。 私 は、 あまりの おそろし さに、 気 をう しなつ 

てし まいました。 

しかし、 すぐに 気がつき ましたが、 その 時、 象 は、 

まよ 

その 鼻で 私 をぐ るつ とまいて、 高く 持ち上げ、 ぴ よん 

と 背中に のせました。 私 は 一生 けんめいに、 背中に か 

じりつき ました。 

すると 象 は、 私 をのせ たま ま、 歩き 出しました。 

やがて、 森 をぬ けて、 小山の ふもとに つきました。 

この 小山に は、 私 はお どろいて しまいました。 白く さ 

ら された 象の 骨と、 きばと で、 うずまって いるので す _ 

象 は、 しずかに、 私 を 地の 上へ おろす と、 どこかへ 



それから 二人で、 一し よに 小山へ 行きました。 私の 

言った 通りだった ものです から、 主人 はます ます 目 を 

ぱちくり させて、 しばらく は 物 さえ 言いませんでした _ 

やがて、 

「シン ド バッド、 もうお 前 を、 どれいで なくしよう。 

これから は、 お前の すきな ようにお し。 それから、 こ 

の 象げ を、 お前 も 取ったら どう だね。 うんと 取って、 

お金 をもう けたら いいだろう。 …… ああ、 今まで、 私 

のどれ いが 何人も 何人も、 この 象が リ のために 命 を捨 

てた けれど、 もうもう これから は、 そんな こと をし な 

くても、 よくな つたんだ ねえ。 まあ、 これ だけの 象げ 
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